
4 総事業費 千円545,410

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 新規 補助 事業類型 Ⅱ 施設の建設 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名
市街地再開発（保健センター上野駅前再開発ビル関
連公共事業）

会計
活動指標 単位

実績値 目標値

款 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

27 秩序の中にもにぎわいのある都市空間をつくる
項

人
目標 目標

目 実績 実績

施　策 4 市街地開発事業の推進
細目

人
目標 目標

細々目 実績 実績

基本計画該当頁 115 行革大綱の重点事項番号 目標 目標

担当部課
コード １３０９００ 評価者

氏　名
清水　健司 連絡先

22 - 9653 実績 実績

名称 健康福祉部　健康推進室 (内線) 2665

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H21 H22

市民 健康促進の拠点として本施設を整備することで、幅広い住民の健
康推進・介護予防を行うことが可能となる。

施設の利用者数 人
目標 ― 目標 ―

0 0
実績 ― 実績 ―

事業の進捗率 ％
目標 ― 目標 ―

50 100
実績 ― 実績 ―

（※対象件数 ）
根拠法令・要綱等 地域保健法

開始年度 平成 21 年度
関連事業

都市マスタープラン・駅周辺整備事業・街なみ環境整備事業・道路プログラム策定
事業・都市計画街路事業

評価

本
年
度
事
業
内
容

終了
駅前ビル（公共床の設計・検討など）

22 年度年度 平成

状
況
変
化
等

平成２１年度の着工に向けて、駅前ビルの公共床（４Ｆ）の
設計の検討 必要性

評価項目

4

ポイント 評価項目についてのコメント
各支所と連携し、健康推進・介護予防の伊賀市の拠点とする。

有効性 4
トレーニング室、調理実習室等を完備し機能的で無駄のない保健事業を行うことができる。

達成度

効率性 3
バリアフリー・ユニバーサルデザインを導入するため面積あたりのコストは高くなる。整

1

備内容

建設用地 伊賀市丸之内

運営体制

1 運営主体

　委託先
2 建設面積（延床面積） ８９８㎡

3 規模・構造 鉄筋コンクリート造５Ｆ

2 配置（予定）人員 13 人

Ａ

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3
4
年間運営費
市内の類似施設

千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度 21 22

事
業
内
容

平成１７
事 業 内 容

年度
数量

 決算内容
金  額 事 業 内 容

平成１８
数量
年度 決算

金  額
内容

事 業 内 容
平成１９

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２０

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２１

数量
年度 計画

金  額
内容 平成２２

事 業 内 容 数量
年度 計画

金  額
内容

公有財
産購入
費

　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円)
単位

(千円)
公有財産購入費 265,725 公有財産購入費 265,725

備品購入費 13,960

進捗率
(％)

50 100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 265,725 事業費計(A) 　 Σ 279,685

事業投入人員 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 0.1 人 720 人件費（Ｂ） 0.2 人 1,440

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 0 0 0 0 266,445 281,125

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 0 0 0 0 265,725 279,685

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債 252,438 252,438
受益者負担
そ   の   他
一 般 財 源 0 0 0 0 13,287 27,247
計 0 0 0 0 265,725 279,685

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等
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